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心筋硬塞のベクトル心電図についての報告はそのほとんどが QRS 環についてであって T 環に関する




rþ , Frank 法ベクトル心電図を撮影したもので，硬塞の部位は QRS 環によりわけに。広義の前壁硬塞




でT 環に変化を与える傷害部位と T 環の位置や形状の変化との関係を知るために T環を前中後期の 3 期
に分け，各期を右室，前壁，左側壁の 3 方向のベクトルに分かち，正常の大きさを仮定しこの大ききを変











まるので乙の関係を知るために中期べ、クトルについて次の 5 つの場合を考えた。実際の正常 T環の巾期の
平均の角度，大きさを去にし，中期の前壁と側FF:ベクトルの大きさを一定の比率で減少させてゆくと中期
ベクト lレの尖端は前壁のみ変えると⑧左前から左後方に向い，前壁:側壁を 2 : 1 の上じではずると⑮左前









叉犬に冠動肱未占禁を行なって実験的に創立を作り，その T 環の偏移と名聞の関与の関係を品!べfこ o Ù江











心筋硬塞のべ、クトル心電図に関する研究では QRS 環について数多くの取告があるが T 環について
は極めて少ない。本論文は Frank 法を撮影した臨床例について， T 環の i~期ベクトルの尖端の分布をし
らベ，前壁硬塞及び前側壁硬塞における水平面でのその分布の差をみ， その理由を T 環分析法を用いる
ことによりしらべると，前壁と側壁の傷害の比率及びその程度の差によって T 環の形状や位置に差が生ず
る事，叉下堅硬塞における前額面の T 環も下壁と側壁の傷害の比率及び程度の差によって異なって来る事
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を認めた。更に犬の冠動肱を結書記して作成した心筋硬塞の範囲と T 環の移動との比較から臨床例におけ
る関係を裏付ける事により，心筋硬塞の T 環によりその傷害の程度及び範囲について推定する万法を論
じているが，この方法は心筋硬塞の診断に際して極めて意義あるものと考えられる。
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